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の
冷
静
な
分
析
・
指
導
と
選
手
た
ち
の「
も

う
負
け
た
く
な
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

だ
っ
た
。
努
力
は
実
り
、
昨
年
つ
い
に
悲
願

の
春
高
出
場
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
夏

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
突

破
し
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
ま
で

進
ん
で
い
る
。

　

２
度
目
の
春
高
は
１
月
５
日
、「
東
京
体

育
館
」
で
開
幕
。
初
戦
の
相
手
は
強
豪
荏え

だ田

（
神
奈
川
）。
試
合
前
、
今い

ま

野の

大だ
い

成せ
い

主
将（
３

年
）
は「
初
戦
を
突
破
し
て
、
２
回
戦
で
Ｖ

候
補
の
星せ

い
じ
ょ
う城（
愛
知
）
と
戦
い
た
い
。
仕
上

が
り
も
上
々
で
目
標
は
ベ
ス
ト
４
」
と
力
を

込
め
た
。
高
橋
監
督
も「
今
年
の
チ
ー
ム
は

セ
ン
ス
も
高
さ
も
あ
る
。
選
手
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ
で
き
れ
ば
勝
機
は
あ
る
」

と
静
か
に
闘
志
を
燃
や
し
た
。

　

こ
う
し
て
臨
ん
だ
初
戦
。
第
１
セ
ッ
ト
序

盤
、
修
紅
が
エ
ー
ス
西
村
の
レ
フ
ト
攻
撃
を

中
心
に
得
点
を
重
ね
れ
ば
、
荏
田
も
高
さ

を
生
か
し
た
ス
パ
イ
ク
で
反
撃
、一
進
一
退

の
息
詰
ま
る
攻
防
が
続
い
た
。
し
か
し
、
中

盤
以
降
、
西
村
が
複
数
枚
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
阻

ま
れ
、
16
―
25
で
第
１
セ
ッ
ト
を
落
と
し

た
。
第
２
セ
ッ
ト
は
、
連
係
ミ
ス
を
突
か
れ

て
序
盤
か
ら
１
―
６
と
リ
ー
ド
を
許
す
苦

し
い
展
開
に
。
修
紅
は
、
中
盤
か
ら
息
を
吹

き
返
し
て
追
撃
し
た
が
、
そ
の
差
を
詰
め
る

こ
と
は
で
き
ず
18
―
25
で
敗
れ
た
。

　

最
後
ま
で
粘
り
の
バ
レ
ー
を
見
せ
た
修

紅
だ
が
、
持
ち
前
の
コ
ン
ビ
バ
レ
ー
を
発
揮

で
き
ず
初
戦
で
涙
を
の
ん
だ
。

一関修紅高男子バレーボール部
［2年連続「春高バレー」に出場］

　

２
０
１
３
年
10
月
27
日
、
花
巻
市
総

合
体
育
館
で
開
か
れ
た「
第
66
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
選
手
権
大
会
岩

手
県
予
選
会
」（
男
子
）
で
一
関
修
紅
が

堂
々
連
覇
。
昨
年
に
続
き「
春
高
バ
レ
ー
」

（
全
国
大
会
）出
場
を
決
め
た
。

　

決
勝
は
昨
年
と
同
じ
宿
敵
不
来
方
と

の
顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
第
１
・
２
セ
ッ

ト
は
一
関
修
紅
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
不
来

方
の
攻
撃
を
阻
み
、
速
攻
と
レ
フ
ト
か
ら

の
攻
撃
で
得
点
を
重
ね
、
共
に
25
―
19

で
連
取
し
た
。

　

第
３
セ
ッ
ト
は
、
多
彩
な
ト
ス
ワ
ー
ク

で
反
撃
に
転
じ
た
不
来
方
に
19
―
25
で

奪
わ
れ
た
。
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
２
―
１
で

迎
え
た
第
４
セ
ッ
ト
、
修
紅
は
勝
負
に
出

る
。
レ
フ
ト
攻
撃
か
ら
確
実
に
得
点
を
重

ね
る
。
高
さ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
不
来
方

の
攻
撃
を
封
じ
る
。
25
―
13
で
第
４
セ
ッ

ト
を
奪
い
返
し
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
３
―

１
で
頂
上
決
戦
を
制
し
、
２
年
連
続
の

春
高
切
符
を
手
に
し
た
。

　

同
校
は
、７
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
誇
る
古
豪
。
近
年
、
部
員
不
足
な
ど
か

ら
休
部
に
追
い
込
ま
れ
る
危
機
も
あ
っ

た
が
、
髙
橋
昇の

り
よ
し禎
監
督
が
赴
任
し
て
再

び
強
豪
校
に
押
し
上
げ
た
。
そ
の
道
の

り
は
険
し
く
、
昨
年
の
春
高
バ
レ
ー
出
場

を
決
め
る
ま
で
は
、
な
か
な
か「
県
４
強

の
壁
」
を
破
る
こ
と
が
で
き
ず
、
10
回
連

続
３
位
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

４
強
の
壁
を
破
っ
た
の
は
、
高
橋
監
督

一関学院高

●監督　高橋昇禎　　●主将　今野大成　　●部員　18人

　「第44回全国高校バスケットボール選抜優勝大会岩手
県予選」（通称：ウインターカップ）は2013年10月18－
20日、花巻市総合体育館で行われ、一関学院が64―57で

盛岡白百合学園を下し、6年ぶり5度目の優勝を飾った。
　辛勝に小

お

島
じま

由
ゆ き こ

希子主将は「仲間を信じて、最後まで気
持ちが切れなかった」と話し、「全国は、相手にかかわらず

学院らしいプレーで16強を目指す」と表情を引き締めた。
山田繁

しげる

監督は「今年のチームは、理解力や処理能力が高
い。短期間で修正できることが特徴」と話し、「目標達成に

向け、成功体験の少ない選手のモチベーションを上げられ

るようサポートしたい」と力を込めた。
　走る攻撃と高さを意識したディフェンスを鍛え、挑んだ

全国大会は12月23日、東京体育館で行われたが、初戦
からＶ候補の一角札幌山の手（北海道）と対戦し、47―84

で敗れた。小島主将は「声を出して連携する学院らしいプ

レーができなかった」と悔しさをにじませた。初めて全国
の壁の厚さを体験した高橋彩

あや

さん（2年）は「この悔しさ

をバネに、新人大会から県3冠を目指す」と気持ちを切り

替え、次のステージを見つめた。

女子バスケットボール部
［6年ぶり5度目の「ウインターカップ」に出場］

●監督　山田繁　　●主将　小島由希子　　●部員　35人

1_「第66回全日本バレーボール高等学校選手権大会岩
手県予選会」で優勝した一関修紅高／ 2_12月10日市役
所を訪れ、勝部修市長に県大会優勝を報告。全国大会で

の活躍を誓った／ 3_「春高バレー」に向け、練習に励む部
員。初出場した昨年以上の成績をと周囲の期待も高まる

1

23

男子陸上競技部
［19年連続で全国高校駅伝に出場］

●監督　千葉裕司　　●主将　伊藤龍也　　●部員　17人

　男子29校、女子 19校がたすきをつないだ「男子64

回・女子25回全国高校駅伝競走大会岩手県予選」は

2013年 10月 23日、花巻ハーフマラソンコース（7区
42.195㌔）で行われ、男子一関学院が19年連続23回目
の優勝を決めた。前回の全国経験者4人を擁する学院
は区間賞を総取りする独走。2位に7分以上の大差をつ

け、2時間10分10秒で19連覇した。
　県高校総体5000㍍を制したチームの要、伊藤龍

りゅうや

也主
将は「目標は全国で15位内。京都では、応援してくれ

る人や一緒に戦った仲間の思いを背負って走る。集大
成にしたい」ときっぱり。千葉裕

ゆう

司
じ

監督は「伊藤と昆
こん

充
みつる

（3年）のリードを後続がどれだけ守れるかが勝敗の分
かれ目」と上位進出に意欲を見せた。
　全国大会は12月22日、京都市で行われ、2時間9分
14秒でゴール。順位を昨年より10位上げる健闘を見せ

たが目標には届かなかった。千葉監督は「高速レース

の中、前回より順位を上げた選手に感謝している」と

ねぎらった。伊藤主将は「夢は後輩たちに託し、この経
験をこれからの人生に生かしたい」と唇をかんだ。


